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研究成果の概要（和文）：教員養成学部の学生たちは、小学生が外国の子どもたちの作品を五感や自らの身体を
用いて再構成する活動などを通して、他国の子どもの暮らしぶりについて探求しようとする異文化理解型の鑑賞
学習プログラムを開発し、上海市など国内外にある複数の小学校において公開型の出前授業に取り組んだ。ま
た、海外における先進的な表現教育の成果発表の場や活動について、パブリック公開パフォーマンス評価の視点
から整理・検討し、論文や図書にまとめて発表した。

研究成果の概要（英文）：Students in the Teacher Training Department developed an appreciation study 
program based on intercultural understanding aimed at exploring how children in other countries live
 through activities such as elementary schools students using their own bodies to reconstruct works 
created by overseas children, and engaged in open guest-teacher lessons at numerous elementary 
schools both inside and outside of Japan, including Shanghai. In addition, they organized and 
investigated locations and activities for reporting the results of advanced expression-related 
education overseas from the perspective of publicly-disclosed performance assessments, and reported 
on these in the form of dissertations and books. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 2014 年、東京にある森美術館では、グロー
バル化が加速する現代社会の多様な境界の
中にいる子どもたちをテーマとした展覧会
が開催されていた。その展覧会はニューカマ
ーと呼ばれる外国籍の子どもたちへの学習
支援体制や、異文化理解や多文化共生の教育
活動が急速に求められるようになってきて
いた我が国の学校教育の課題の奥深さを改
めて考えさせられるものであった。 
 こういった状況の中で本研究に着手する
ことになった当初は、地方の教員養成学部の
学生にも、外国籍の子どもたちに日本語を教
えたり母国文化への誇りを抱かせたりする
ための教育支援者としての要請が高まりつ
つあった。教育再生実行会議から提出された
「これからの時代に求められる資質・能力と
それを培う教育、教師の在り方について」
（2015 年）に於いても、「異なる価値観や文
化的・宗教的背景をもつ人と互いに理解し合
い共存していくための〈感性、思いやり、コ
ミュニケーション能力、多様性を受容する
力〉がグローバル化社会における重要な資質
や能力である」といった現代社会の課題に対
応すべき教師のあり方が示されていた。 
 鑑賞学習においては、平成 20 年度の学習
指導要領の図画工作科・美術科・芸術科（美
術・工芸）の改善の基本方針として、「我が
国の美術についての学習を重視し、美術文化
の継承と創造への関心を高める。また、諸外
国も含めた美術文化や表現の特質などにつ
いての関心や理解、作品の見方を深める鑑賞
の指導が一層充実して行われるようにする」
といった具体事項が記されていた。しかしな
がら、異文化理解という教育的視点から学校
教育における鑑賞学習を捉え直してみたと
き、すでに 30 年以上も前から小・中学生国
際交流展といったような作品を通しての異
文化理解や国際交流を目的とした鑑賞活動
の場が多くの市町村で用意されているにも
かかわらず、本来の目的遂行に寄与できるよ
うな鑑賞学習プログラムの実践的研究がほ
とんどなされていない状況があった。 
 申請者は、研究開始当初までに、学生・学
校教員・美術館学芸員らの協働的な学びの場
を創出する「パフォーマンス評価を導入した
鑑賞教育の協働実践的方法論」の開発に取り
組んでおり、その成果の一つとして「パブリ
ックの場に公開していくパフォーマンス評
価の導入」があった。パブリックに公開する
パフォーマンス評価を導入することで、プロ
ジェクトの参画者が自分の思考や衝動の元
を何度もたどり直す自己評価力やメタ認知
を育む学習プロセスを創り出すことを明ら
かにしており、異文化理解能力を育む鑑賞学
習の開発においても、開発者自身の思考や衝
動の元をたどり直す学習プロセスの創出が
重要な鍵となると考えた。 
 そこで、異文化理解型鑑賞教育プログラム

の開発と実践を通して、現代社会の今日的課
題に対し主体的協働的に取り組むなどのグ
ローバル化社会における重要な教職の資質
や能力を育むことを目的とする本研究にお
いても、国内外の学生や教員・学芸員らが参
画できるパブリック公開パフォーマンス評
価（例えば、異文化理解型鑑賞学習の出前授
業を国内外の小学校において公開する）を導
入するプロジェクトの実践的研究に着手す
ることにした。 
 
２．研究の目的 
 
(1)異文化交流を促す鑑賞学習の開発とその
教育的価値をパブリックの場において多様
な人と実践的に検証していくことのできる
パフォーマンス評価を導入した異文化理解
型鑑賞教育プロジェクトの実践的研究に取
り組み、教育的可能性について検証する。 
 
(2)パブリック公開型の評価活動に取り組む
国内外の学校教育や地域を視察し、その方法
と意義について整理するとともに、異文化理
解型鑑賞活動のプロセスや意義を多様な他
者と共有するパフォーマンス評価の方法を
開発する。 
 
３．研究の方法 
 
(1)異文化理解型鑑賞学習の実践的研究 
①「上海の小学校に出前授業に行こう」プロ
ジェクト 
 教員養成における鑑賞学習実践プロジェ
クトにおいて開発された異文化理解型の鑑
賞学習プログラムの実際と教育的可能性を
検証するために、上海師範大学附属第一小学
校において公開された「見て、まねて、伝え
合おう」の活動記録の整理と検討を行うとと
もに、また開発のプロセスに学生が携わるこ
とで自らの異文化理解能力をどのように育
んできたのかについても検討した。 
②「移動美術館を作ろう」プロジェクト 
 世界児童画展の作品を用いて、異文化理解
を促す鑑賞学習を開発するとともに、福井大
学教育地域学部附属小学校（現：福井大学教
育学部義務教育学校）及び上海師範大学康城
実験学校 2年生、上海嘉定区甫苑小学校 4年
生を学習者とした授業実践に取り組み、子ど
もたちの異文化理解の学習プロセスについ
て比較検討した。 
 
 
(2) 学習プロセスや教育的価値を共有する
パブリック公開型パフォーマンス評価の研
究 
①中国において芸術教育推進校として設立
されたた荷花池幼稚園を視察し、子どもの成
長を促す教育活動の評価をどのようにパブ
リックに公開しているのか明らかにする。 
②イタリア、レッジョ・エミリア市における



文化プロジェクトに参加し、学校教育への参
加と理解を促すどのようなパフォーマンス
評価が展開しているのかについて明らかに
する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 「上海の小学校に出前授業に行こう」プ
ロジェクトの実践的研究の成果 
 上海師範大学附属第一小学校における授
業研究会では、作品の特徴や印象を身体で真
似たり劇化したりするなど、自らの身体を活
用して再構成する活動を用いた３種類の異
文化理解型鑑賞プログラムを公開した。本授
業研究会に参画した複数のスタッフによっ
てまとめられた実践記録を整理検討する中
で、次のような成果を得た。 
①身体を通して理解し身体を通して表現す
るため、視覚的イメージの交換・交流が可能
である。 
②作品の造形要素を丁寧に確認しながら、共
感的に読み取ろうとする態度が芽生える。 
③異なる言語を持つ者たちの間にも、共同体
感覚が育まれやすい。 
 また、スタッフとして参加した学生の学習
個人誌からは、自国の美術教育や教師教育の
中にも異文化接触の場が存在することへの
認識が高まったことや、それらを認識した上
で異文化理解能力を育むプロセスを自らが
つくりだす力が教職を目指す上では必要で
はないかといった提案がなされるなど、教員
養成で学ぶ学生にとっても価値ある「問い」
を表出させ、異文化理解型鑑賞に取り組む価
値や意義を問い直すプロセスを生み出して
いたことを明らかにした。 
 
 (2) 「移動美術館をつくろう」プロジェク
トの実践的研究の成果 

 本プロジェクトにおいては、世界児童画出
品の 8枚の絵（スリランカ、マレーシア、ロ
シアなどの子どもたちの作品）を用いて、海
外の子どもたちのために「移動美術館をつく
ろう」といったパブリック公開型パフォーマ
ンス評価と表 1 のような 4 つの Task を設定

した異文化理解型鑑賞学習プログラムを開
発し、福井大学地域教育学部附属 4年生、上
海海師範大学康城実験学校 2年生、上海嘉定
区甫苑小学校4年生を学習者とした授業実践
に取り組んだ。 
本研究においては、福井大学地域教育学部附
属 4年生と上海嘉定区甫苑小学校 4年生にお
ける実践記録を基に、両国の子ども達の鑑賞
学習プロセスについて比較検討を試み、次の
ように整理した。            
①日本の子どもたちは、絵の中に潜在する異
文化や違和感をネタにして劇づくりをした。                 
②中国の子どもたちは、絵の中の世界を忠実
に 再 現 し な が ら 劇 づ く り を し た 。     
③他国の子どもの暮らしぶりを自らの暮ら
しぶりと重ねて探ろうとする探究的なプロ
セスが共通して確認された。 
 
(3)上海市荷花池幼稚園の美術教育をパブリ
ックへ発信するアトリエ展示 
 上海市荷花池幼稚園（早期芸術教育に取り
組む幼稚園）のアトリエ展示がパブリックに
開かれたパフォーマンス評価の場であると
いった視点から、アトリエ展示の内容を整理
するとともに、その教育的可能性を次のよう
に考察した。              
①荷花池幼稚園では、「色」「光」「線」とい
ったテーマごとに、子どもたちの活動の様子
を紹介するドキュメンテーション、子どもた
ちの共同作品、多様な素材や道具といったも
のが美しく展示されている活動室が公開さ
れており、幼稚園で取り組まれている造形活
動が系統的・長期的に見えてくるものである。                  
②造形活動の教材や資料が美しく整理・展示
されていたアトリエは、子どもだけでなく保
護者や訪問者等に、幼稚園における活動を通
して子どもたちが出会う造形的要素（点や線
など）が今後の造形活動における重要な基本
構造になることを意識化させる場となる。 
③このようなアトリエ展示は、保護者や教師
たちとの協働実践研究を促すパブリックに
開かれたパフォーマンス評価の場となる教
育的可能性がある。 
 
(4) 市民の参画型パフォーマンス評価とし
て捉えた「レッジョ・ナラ（イタリア：レッ
ジョ・エミリア市の文化プロジェクト）」 
 研究協力者と共に「第 10 回レッジョ・ナ
ラ（2016 年 5 月）」のフィールド調査に取り
組んだ。複数の発表会場を回ることで得た記
録を元に、「2016 レッジョ・ナラ」のプログ
ラムの一部について、14 のエピソードとし
て再構成するとともに、市民教育プロジェク
トとしての価値を多面的に考察し、図書『レ
ッジョ・ナラのキセキ』としてまとめた。ま
た、社会に開かれた教育課程を創造するため
の市民参画型パフォーマンス評価を開発す
るために、初等教育とつながりのある二つの
プログラムを事例として検討し、多様な市民
の参画を促すパフォーマンス評価を提案し

 「移動美術館をつくろう」の Task 

1 
五感を働かせて、世界中の子どもたち

の絵の世界を旅してきましょう。 

2 
絵の中で発見したこと。感じたこと、

考えたことを語り合いましょう。 

3 
話し合ったことをもとに、旅の思い出

の劇を作りましょう。 

4 
劇を映像に残して、海外の子どもたち

に送りましょう。 

   表 1 鑑賞学習の Task  



て行くためのアイデアを次のように整理し
た。 
①１回のワークショップだけでは伝わりに
くい実践哲学や教育活動の展開も可視化さ
れすい活動の場がデザインされている。 
②多様な市民の参画を促すために、多重知能
理論が活かされた複数のエントリーポイン
トが準備されている。 
③子どもの探究プロセスについて，多様な言
葉（身体・光・音・映像・素材・言葉など）
で語り合える共同探究の場が用意されてい
る 
 
(5)まとめと課題 
 研究目標に掲げた(1)パブリック公開型パ
フォーマンス評価を導入した異文化理解型
鑑賞教育プロジェクトの実践的研究、(2)学
習プロセスや教育的価値を共有するパブリ
ック公開型パフォーマンス評価の研究につ
いては、ほぼ達成することができたと思われ
る。今後は、パブリック公開型パフォーマン
ス評価を発展させた市民参画型パフォーマ
ンス評価に着目し、社会に開かれた教育課程
を支える協働実践プロジェクトの開発に取
り組みたい。 
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